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浜国大のSi 細線導波路、東大のCMOS上の集積化技術、NTTの Si 導波路、NECの Si 光検知器な
どの注目される報告が相次いでいる。省電力仕様に応え得るかという課題を見極める必要があるものの、
今後の発展が期待される分野である。
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変調速度 1GHzの光通信用 Si 変調器を発表して、
にわかに脚光を浴びた。現在、アクティブ、パッ
シブを問わず、Si を用いた各種の光デバイスの研
究開発が、国内外の多くの研究機関で加速される
ようになっている。
　今回のMOC’05では、アクティブデバイスとし
ては、インテル社が上記変調器の発展版である変
調速度 10Gbpsのデータを発表し、既発表のラマン
型Si 光増幅器とともに、同社の技術優位性を示し
た。また、カリフォルニア大ロスアンゼルス校も、
光励起ラマン型 Si 半導体レーザ（波長：1.68um・
出力 2.5W／励起波長：1.54um・励起出力：17W）
を発表し、歯科機器へ応用の可能性を示した。カ
リフォルニア大アーバイン校は、電流注入による
Si‐PN接合型半導体導波路からの発光スペクト
ルを実験・理論両面から解析し、電流注入型半導
体レーザ発振の可能性を検討した。スタンフォー
ド大も、Si のフォトニック結晶構造を用いて、光
を止める、貯蔵する、さらには後戻りさせる光バ
ッファメモリ（光通信のパケット方式で必要）へ
の応用の可能性を示した。一方、パッシブデバイ
スとしては、ベルギーのヘント大が、Si 導波路の
コアとクラッド間の高い屈折率差を利用すると、
波長多重光通信に使われる合・分波器（AWG：
Arrayed Waveguide）が大幅に小型化できる可能
性を示した。
　以上のMOC’05での報告以外に、国内でも、例
えば、横浜国大のSi 細線AWG、東大のCMOS上
の集積化技術、NTTの Si 導波路、NECのプラズ
モンSi 光検知器など、注目される報告が相次いで
いる。
　Si フォトニクスは、トータルとして省電力仕様
に応え得るかという課題を抱えているため、“研究
開発の筋”を見極める必要があるものの、低コス
ト化などのメリットも多く、今後の発展が期待さ
れる分野である。
